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マーケットの時価情報や、投資関連ニュースを広くサポート 
 

UMS 事業「時価・ニュースの情報配信サービス」を新規開始 
松井証券での採用が決定 

 

「UMS 事業」（*1）（サービス提供型事業）新サービス 
 

金融機関の収益業務（フロント業務）に特化して同業務を支援するシステム開発およびサービス事業を展開する

株式会社シンプレクス・テクノロジー（以下「シンプレクス」）は、UMS 事業（*1）の新規サービスとして「時価・ニュー

スの情報配信サービス」を開始しました。 

時価情報配信は、東証を始めとする広範なマーケットの時価情報をリアルタイムかつ確実に一括配信します。対

象金融商品も株式、先物オプションだけでなく、その他幅広い金融商品に広げていきます。またニュース配信は、

TDnet、EDINET の情報を中心に複数のコンテンツを統合し、投資家が必要とする投資関連ニュースを網羅的

に配信するものです。 

これらを総合的に配信するサービスが、今回シンプレクスが新規に提供開始する「時価・ニュースの情報配信サ

ービス」（以下 情報配信サービス）となります。 

 

また、「情報配信サービス」を開始するにあたって、松井証券（本社：東京都千代田区 代表取締役社長：松井 

道夫 東証一部：8628、以下松井証券）が顧客に提供しているトレーディングツール「ネットストック・ハイスピー

ド」（PC 向け）、および「ハイスピードα」（携帯電話向け）での採用が決定しました。松井証券を最初の顧客とし

て提供を開始します。 

 

■「情報配信サービス」事業の今後の展開について 

「情報配信サービス」は、国内外を問わず金融取引に関わるあらゆるシステムが、そのサービス提供対象です。 

例えば、投資家向けマーケット情報端末や、個人投資家向けの取引システムだけでなく、証券会社のディ−リン

グシステム、マーケット情報を配信する Web ポータルサイト（ヤフーなど）等々、その顧客層は巨大です。一方、

この市場で同様の情報配信事業を行っている企業は、主要な数社の寡占状態となっています。 

シンプレクスは、金融システム開発の分野で数多くの顧客とシステム納入実績を築いてきました。この顧客基盤

と実績を生かし、新たに情報配信サービスを事業展開していきます。 

他社にはまねのできない高品質なサービスとサポート、そして新しいソリューションを顧客に提供する計画です。 

具体的な販売戦略として、①既に多く納入実績のある個人投資家向けリアルタイム・トレーディング・ツール



 

「SPRINT」（*2）向けのサービス販売、②債券/株式ディーリングシステムなどへのサービス販売を進め、当社シス

テムの既存導入顧客を中心に積極的に情報配信サービスの顧客獲得を目指します。 

さらに今後は、当社の各種システムと情報配信サービスとのフルライン販売戦略によって、新たな顧客層の拡大

を目指します。 

 

なお、当該契約による当期業績予想の変更はありません。 

 

 

（*1）UMS 事業とは 

シンプレクスの第二次中期事業計画（2007 年 3 月期〜2012 年 3 月期）における主要事業の一つ。 

顧客からシステムを受注・納入することに対する対価を収益とするのではなく、シンプレクスが自社で企画・投資（開発・保守・運用）を行

い、そのシステムをサービスとして顧客に提供する事業。シンプレクスは、顧客がそのサービスから得た付加価値（収益など）に連動した

サービス利用料をその収益とします。 

これにより、顧客は少ない初期費用で、かつ短期間でシステムを導入できます。また、シンプレクスは顧客のビジネスパートナーとして、

より密接に顧客のビジネスをサポートします。 

 

（*2）個人投資家向けリアルタイム・トレーディング・ツール「SPRINT」について 

個人投資家向けリアルタイム・トレーディング・ツール「SPRINT」は、UMS事業の最初のサービスとして、松井証券をはじめネット証券など

延べ 6 社で採用されています。「SPRINT」を採用した松井証券のサービス名は「ネットストック・ハイスピード」です。 

 

 

 

株式会社シンプレクス・テクノロジー（東証一部：4340） 

東京都中央区日本橋 1-4-1 日本橋一丁目ビルディング 15 階（〒135-0001） 
代表取締役社長 金子英樹 
http://www.simplex-tech.co.jp/ 
 
シンプレクスは、金融機関のフロントオフィス業務（収益業務）分野におけるシステム開発のリーディングカンパニーです。1997

年の会社設立以来、大手総合証券や都市銀行などでのディーリング・リスク管理に代表されるフロント業務を高いレベルでサポ

ートできる最先端かつ高品質のコンサルティング・システムソリューションを提供し、国内大手、外資系など数多くの金融機関で

豊富な実績を誇っています。 

また、当社のシステムソリューションは、デリバティブ、仕組債、債券、資金・担保、為替、株式など、ほぼすべての金融商品に対

応しています。 
 

■「時価・ニュースの情報配信サービス」に関するご相談・お問い合せ先 

営業担当：藤野 
Tel: 03-3278-6756  eMail: sales@simplex-tech.co.jp 
 

■本件に関するマスコミの方のお問い合せ先 

アドミニストレーショングループ：平田 
Tel: 03-3278-6750  eMail: ir@simplex-tech.co.jp 


